
４月２３日(金)は『子ども読書の日』です。

そして４月２３日から５月１２日までの２０日間は

『こどもの読書週間』とされています。

今年のキャッチコピーは

　ご入学・ご進級おめでとうございます。学校司書と学校図書館支援員を兼務している○○と申します。　 　「 いっしょに よもう、いっぱい よもう 」です。

　学校図書館だより『本棚のすみっこ』は、生徒のみなさんに楽しんで読んでもらい　 はい。いっぱい よんでほしいので

たく、意識的にくだけた言葉づかいを多用しています。ご理解ください。特に冒頭の　　 読書週間には貸出上限を５冊に増やします。

この欄は、話題もゆるめ。楽しい学校生活を応援しています。よろしくねっ！　

　４月１９日(月)から、高松中の学校公開週間が始まります。

　この期間は保護者の方も学校図書館をご利用いただけます。

　職員体制の都合で、保護者の方への開放は１９日(月)２０日(火)２２日(木)２３日(金)の　

１１時４０分から１６時までです。貸出はお一人３冊が上限、期限は２週間となります。

（その他、貸出にあたっての詳細は、図書館職員にお尋ねください。）

　この機会にぜひご家族で「いっしょによもう」を体験してください。

　今お手元にある学校図書館の本、４月12日が期限ではないでしょうか。 ※　入館の際はマスクを着用し、手指消毒のご協力をお願いいたします。

　今週中に返却がなかったら「延滞連絡票」を発行するかも…。

　学校図書館の返却ポストも利用できます。忘れずに返しましょう。

　図書館ではさまざまな特集コーナーで、本の紹介や情報発信を試みています。　

　いま旬のコーナーは『本屋大賞』特集。 2021年の大賞は４月１４日に発表！

　ノミネート作品に加え、過去の大賞受賞作を展示しています。
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今年度の図書館一番乗りは８日に返却に来てくれた人でし

た。図書委員さんの当番活動はまだ先になりますが、職員が

いる時は利用可能です。

片づけをお手伝いしてくれる人がいると嬉しいなぁ…ﾁﾗｯ

伊吹有喜

『犬がいた季

節』

双葉社

青山美智子

『お探し物は

図書室まで』

ポプラ社

宇佐見りん

『推し、燃ゆ』

河出書房新社

『オルタネート』

加藤シゲアキ

新潮社

伊坂幸太郎

『逆ソクラテス』

集英社

深緑野分

『この本を

盗む者は』

KADOKAWA

町田そのこ

『52ヘルツの

クジラたち』

中央公論新社

伊与原新

『八月の銀の雪』

新潮社

凪良ゆう

『滅びの前の

シャングリラ』

中央公論新社

山本文緒

『自転しながら

公転する』

新潮社

高松でいちばん借りられていたのはこれ。

芥川賞受賞も後押ししたかな。

順位予想に挑戦してみようかとも思ったけど

実はあと２冊読めていないのです。スミマセン。

2，3年生は

読書ノート

見せに来てね～


